
広島県立生涯学習センター ぱれっとひろしま 

みんなどうしてる？～親編・親の生活編・子供の生活編～ 

「親の力」をまなびあう学習プログラム 

令和元年度 新規開発教材  



開発の経緯 

講座の展開 

そ の 他 



「親プロ」に参加する人が限られて
いる（少ない） 
 

開発の経緯 

課 題 

・時間がかかる 
・講座だけのために集まるのは難し
い。 

要 因 



もっと身近で早い段階に子育ての不安や悩み
を話し合う場を提供したらどうか。 

新しい教材の開発が必要 

開発の経緯 

短時間 少人数 ネウボラ等 



開発の経緯 

ねらい 

乳幼児期の子育てに関するテーマについ
て話し合うことで，親同士が結びつく
きっかけをつくるとともに子育てを振り
返る機会とする。 

対 象 ０～２歳児の親 

時 間 15分程度 

人 数 ３～４人 



≪ 展 開 案 
≫ 

講座の展開 ～展開案～ 

参加の呼びかけ 

趣旨の説明 

テーマを決める 

自 己 紹 介 

話 し 合 う 

感     想 

三つの約束 



講座の展開 ～参加の呼びかけ～ 

今から子育てについて15分程度話し合う
時間を作るので参加してみませか。 

ファシリテータ― 



子育てについてみなさんで話し合うことで，
お互いが知り合うきっかけになったり，子
育てを振り返ったりする機会になればうれ
しいです。 

子育てに正解はありません。気軽に話しましょう 

講座の展開 ～趣旨の説明～ 

ファシリテータ― 



講座の展開 ～三つの約束～ 



②子供の名前・月齢 

①自分の名前 

③趣味（マイブーム）等 

講座の展開⑤ ～自己紹介～ 

※参加者の様子をみて変更してよい 



講座の展開 ～テーマを決める～ 

ファシリテーターが参加者の様子をみて，どのカテ
ゴリーで話をしてもらうか，またサイコロとカード
のどちらを使ってテーマを決めるかを選択する。 



≪サイコロの場合≫ 
参加者同士がじゃんけんして勝った人がサイコロを
振り，出た目のテーマについて話し合う。 

講座の展開 ～テーマを決める～ 



≪カードの場合≫ 
６枚セットのカードを参加者１人ずつに配り，話し合いたい
テーマについて１枚選んでファシリテーターに渡す。選ばれ
たカードの多いものを話し合うテーマとする。 

使い方 ～テーマを決める～ 

ファシリテータ― 



選ばれたカードが全て異なる又は同数の場合は，シャッフル
して参加者かファシリテーターが１枚選びテーマを決める。 

講座の展開 ～テーマを決める～ 

ファシリテータ― 



テーマに沿った悩みやエピソードについて話し合う 

話し合う過程でテーマから逸れてもよい。また，早く話し合
いが終了してしまったら，２つ目のテーマを選んでもよい。 

講座の展開 ～話し合う～ 

ファシリテータ― 



話し合って気づいたこと（知ったこと）や安心したこと
等を振り返ってもらう。 

テーマに関する情報（市町の取組等）があれば提供する
（口頭でもよい）。 

自分の言葉で話すことで，自分が何を考えているか，思っ
ているか改めて気がつくきっかけになりました。 

短時間でもみんなで話すことで得るものが多かったです。 

講座の展開 ～感想～ 

ファシリテータ― 



その他 

●各テーマの質問事例（ファシリテーター用） 

うれしかった瞬間 

・子育てをしていてうれしかった瞬間はどんな時ですか 
（例）はじめて○○した（立った・しゃべった）。△△して
くれた（親を優先してくれた・プレゼントを作ってくれた）。
パートナーや祖父母に感謝された（褒められた）など。 

おでかけについて 

・公共の場（バスや病院）で泣いたり，ぐずったりしたとき
の対応はどうしていますか。 
・お薦めの場所（公園，店，施設等）はどこですか。 
・必需品（何をもっていくか，便利グッズ等）は何ですか。 

遊びについて 
・友達とのトラブルはどうしていますか（叩いた・取った） 
・好きな遊びは何ですか。（屋内・屋外） 
・好きなおもちゃは何ですか。 

フリートピックス 

・子育てをしていて他の人に聞いてみたいことはどんなこと
ですか（①～⑤の内容でもＯＫ） 
（例）トイレトレーニングの悩みや工夫，入浴の悩みや工夫，
歯磨きの悩みや工夫，メディア（テレビ・ゲーム・スマホ
等）との関わり方など 



その他 

●HPの活用 ぱれっとひろしま 


